
CO2等を用いた燃料製造技術開発（国費負担額：上限1684.9億円）

• 「脱炭素燃料」は、海外の化石燃料に依存する我が国のエネルギー需給構造に変革をもたらす可能性があり、エネル

ギー安全保障の観点からも重要。既存インフラを活用することで導入コストを抑えられるメリットが大きく、製造技

術に関する課題を解決し製造コストを下げることで、社会実装を目指す。

• 脱炭素社会の実現に向けた多様な選択肢の一つとして、脱炭素燃料の技術開発を促進することが必要であり、本プロ

ジェクトでは、液体燃料として①合成燃料、②持続可能な航空燃料(SAF)を、気体燃料として③合成メタン、④グ

リーンLPGについて、社会実装に向けた取組を行う。

持続可能な航空燃料（SAF）製造に係る技術開発
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➢ 再エネ電力等から製造した水素と、 発電所等から

回収したCO2から効率的にメタンを合成する技術

（メタネーション）を確立する。

➢ 2030年度までに、エネルギー変換効率60％以上を

実現。

メタネーションのイメージ

都市ガス導管利用

➢ 水素と一酸化炭素から、メタノール、ジメチル

エーテル経由で合成される、化石燃料によらない

LPガス（グリーンLPG）の合成技術を確立する。

➢ 2030年度までに生成率50％となる合成技術を確

立し、商用化を目指す。

グリーンLPG製造プロセスのイメージ
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➢ CO2と水素から逆シフト、FT合成、これらの

連携技術などを用いて高効率・大規模に液体

燃料に転換するプロセスを開発する。

➢ 2040年までの自立商用化を目指し、2030年

までにパイロットスケール（300B/日規模を

想定）で液体燃料収率80%を実現する。

➢ 大規模な生産量（数十万kL）を見込めるエタノー

ルからSAFを製造するATJ技術（Alcohol to 

JET）を確立する。

➢ 2030年までの航空機への燃料搭載を目指し、液

体燃料収率50%以上かつ製造コストを100円台

/Lを実現する。
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合成メタン製造に係る革新的技術開発合成燃料の製造収率、利用技術向上に係る技術開発

化石燃料によらないグリーンなLPガス合成技術の開発
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